
『国際経 営論集』第10号 発刊 を迎 え るにあたって

神奈川大学経営学部 学部長

衣 笠 洋 輔

神奈 川大学経 営学部 が理 学部 とともに,平 塚 キャ ンパ スにおいてその産声

をあげ,キ ャンパ ス,校 舎,教 員,学 生,何 も彼 も新 しい ものず くめ
,ピ カ

ピカの一年生の状 態で スター トして,早 くも7年 が経過 す るに至 ってい ます
。

『国際経営論集』も当初,年 一 回の発行 で あ りましたが,そ の後,投 稿者 の数

も増 え,年 二 回の発行 が可能 とな った ことご同慶 の極 みです。

この7年 の間 には,実 に様 々 な ことが あ りま した。 その一つ は人 の動 きで

す。経 営学部 の創立段 階か ら参画 し,多 大 の貢献 をいただいた北澤義 弘教授
,

加藤二郎教授,藤 田富雄教授,田 久保 浩平教授,岩 男耕 三教授が次々 と定年

を迎 え られ てお ります。 また,途 中か ら参加 された清水 英夫教 授 も定年 で退

任 され,武 井寿助 教授,上 島建 吉教授 は他大学 か らの切 な る要 望 によ り割 愛

されてお ります。 さ らには,青 木俊 男教授が赴 任後間 もな くお亡 くな りにな

る といった事態 も悲 し く思 い出 され ます。 もとよ り,退 任 され た方達の補充

人 事 として,同 じ数の新人が加わ り,か な りの若返 りが あった ことも事実で

す。

本年度宋 には,箕 輪成男,坂 井原 良夫,秋 山康 三 の三教授 が定年 を迎 えら

れ ます。改 めて,経 営学部創設以 降の ご苦労 お よび その貢献 を心か ら感謝 申

し上 げます。特 に,箕 輪教授の場合,経 営学部創設 の立 て役者 であ り,学 部

長,国 際経営研究所長,法 人 理事 等 を も歴任 され てお り,そ の功績 は実 に大

きい ものが あ ります。重 ねて感謝 申 し上 げ ます。

人 は入 れ替 わ って も,「 国際場 裏で活躍 し得 る人材 の育成」とい う経営学部



自体 の理念 は変わ ってい ない し,そ れ を実現す るための情熱 もまた脈々 と波

打 って い ます。 また,わ が経営学部 こそ,社 会 の新 しいニーズ に もっ とも敏

感 にか っ的確 に対応で きる学部 と自負 してお ります。 もとよ り,そ のた めに

は,学 部 を構成 す るメンバー各人 が そのた めに全面的 に協力 し,努 力す る こ

とが不可欠であ りますが,こ の点 について も,十 二分 の確信 を持 ってお りま

す。

経営学部 を構成 す るほ とん どすべ ての教員が何 らかの役割 を担 い,学 生教

育 に向 けて,徹 底 した努力,エ ネル ギー を注入 してい ます。入試制度 につい

て も,学 部創設 の最初 の年度か ら,神 奈川大学 が従来行 っていた一般 入試,

給費生入試 に加 えて,偏 差値 だ けで は測定 で きない 「や る気 の ある学生」 を

求 めて,高 等学校時代,ス ポー ツで あれ,ク ラブ活動で あれ,ボ ランテ ィア

活動 で あれ,何 か0所 懸命 にや った学生,ま た,単 な る帰 国子女 の受 け入 れ

で はな く,何 らか の形で異文化体験 を持 ち,か つ,そ れ をキ ャンパ ス生活 に

活か し得 る学生(そ の中 には,中 国残留 孤児 の子 弟,在 日外国人 学校 出身者

を含 む),さ まざまな国か らの留学生 を受 け入 れ るた めの斬新 な入試制度 を提

言 し,実 行 して き ました。 その際,か な りの反対 もあったわ けですが,現 在

で は,そ れ らが ほ とん ど大学全体 に広が ってい るの も同慶 の至 りです。 しか

し,こ こで留意 してお きたいの は,こ れ ら新 しい入試 制度の実行 は面接 を前

提 とす る ものであ ったた め,当 然の ことなが ら,数 百人の面接 を行わ ざる を

得 ない とい う事 態 を招 き,こ れ らが すべ て経営学部教員 に よってな された と

い う事実で あ ります。 この点 について も,学 部教員 の熱意 と情熱 に支 えられ

て きた ことは言 うまで もあ りませ ん。

キ ャンパ ス内の活気 を盛 り上 げるの に,「 や る気 と実行力 のあ る学生 」が,

また,キ ャンパ ス内で異文化体験 を行 うのに,「 外 国人留 学生」が,「 異文化

体験 経験 者」が いか に重要 な役割 を演 じたか は計 り知 れ ませ ん。

また,経 営学部 では,学 生 の国際教育 に向 けて積極 的 に対 応 してお り,毎

年,カ ナダ,ビ ク トリア大学 か ら4,5名,カ ンザ ス大学か らは20名 前後 の
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学生(院 生 を も含 む)を 受 け入れ,平 塚 キャ ンパ ス内 での異文化体験 に貢献

してい ます。 同時 に,経 営学部で は,学 生 の海外 派遣 に も大 きな努力 を払 っ

てお り,カ ンザス大学,ノ ー スダ コタ大学(米 国) ,ノ ッテ ィンガ ム大学(英

国),ビ ク トリア大学(カ ナ ダ),復 旦大学(中 国)等 多数の大学 に毎 年短期

で はあ りますが,多 数の学生 を派遣 してお ります。学生 の受 け入れ,送 り出

しが事務局 な しに行 われ る場合,い か に大変 な こ とであ るか,当 事者 に しか

分か らない こ とが山ほ どあ りますが,ほ とん どすべ ての教員 が外 国人 留学生

の受 け入 れ,学 部学生の送 り出 しを含 む国際交流 に向 けて,ボ ラ ンテ ィア精

神 を発揮 し,手 弁当で,文 句 も言わ ず,頑 張 ってい る姿 を見 るにつけ,こ れ

ほ どまでに学生教育 を重視 し,実 践 してい る教員達が一体 どこにいるか とい

う思 いを強 くしてお ります。

この間,手 に余 る重大 な問題が次 か ら次 へ と発生 して きてお りますが
,そ

れ らの問題 も一一つ一 つ解 決 しなが ら,ま た,解 決 のための経験 ,ノ ウハ ウを

蓄積 しつつあ ります。問題 が生 じる可能性が あ る場合,し ば しば,何 もしな

いのが一番 とい う選択 に陥 り易 いのが常ですが,こ れ は無 し とい うのが,わ

が経営学部 の基 本的姿勢 とい うこ とがで きます。

また,ボ ラ ンティア といえば,阪 神大震災 の時 に も,一 部 の教員 と学生達

が震災後直 ちに活動 を開始 し,常 時30名 前後が現地 に詰 めて活躍 を した こと

を思 い出 します。 これは まさ しくボ ランテ ィア入試 の成果 と言 えま しょう。

これ らの成果 は広 く 「おおや け」 に認 め られて,現 在 までに,カ ンザス大

学 との共 同研究,復 旦大学 との共同研究 で は文部省 の科 学研 究費が支給 され,

また,外 国人学生 の受 け入 れ関係 で も日本国際教育協会 の補助 金が認 め られ

てお ります。 さ らに,カ ンザス に派遣 した学生の 中か らも,そ の体験 を通 し

て さ らによ り多 くの ものを極 めたい と考 える学生 が出 て きて,そ の うち2名

が秦野 ロー タ リー クラブ(第2780地 区第7分 区)の ご好 意 に よ りまして,国

際 ロータ リーの奨学金 を受 ける運 び とな り,新 しい第一歩 を踏 み出 して お り

ます。
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その1名 は現在 ケ ンブ リッジ大学大学院 に在学 中で あ り,ケ ンブ リッジ大

学大学院 と神奈 川大学経 営学部 大学院 との共同研究 プロジェク トの オル ガナ

イザー として活 躍 中で あ ります。 それ を受 けて,本 年3月 には,秦 野 ロー タ

リー クラブ,お よび,隣 接2ロ ー タ リー クラブの ご好意,ご 支援 によ り,秦

野 ロータ リー クラブ35周 年記念事業 の一環 として,秦 野 ロー タ リー クラブ,

ケ ンブ リッジ大学 大学 院,神 奈川大学大学院の共催 に よるシ ンポジ ューム を

開催 で きる運 び とな りました。秦野 ロータ リークラブの ご支援 に改 めて感謝

申 し上 げる次第 です。神奈川大学 は地域 に開かれた大学 とい うモ ッ トー を掲

げてお りますが,そ れに は,実 践以外 ない とい うことを痛感 して お ります。

この様 に,創 設以来 の経営 学部 の狙 いは着々 とその成果 を挙 げつつあ りま

す。 これ らはすべ て経営学部 構成 メ ンバ ーの真剣 な,ま た,地 道 な努力 の蓄

積 の結果 と確信 す ると ともに,よ くぞ ここまで来 れた とい う感 を改 めて強 く

してお ります。

創立以来7年 も経 ち ます と,垢 に まみれ,苔 む して くるのが通例 であ りま

すが,い まだ に,わ が経営学部 の場合,理 念,情 熱,実 行力が なお も陰 るこ

とな く持続 され ている こ と,実 に素晴 らしい限 りです。

創設3年 目(平 成3年4月)に して,臨 時定員増倍増 に対 応 し,引 き続 い

て,学 部 の完成年 度 を迎 えての大学修 士課 程 の新設(平 成5年4月),さ らに

は,修 士課程 の完成年度 を迎 えての博 士課程 の新設 な ど(平成7年4月),実

に大 きな出来事 に直面 しましたが,経 営学部構成 メンバ ーの全面 的な支i援の

も とに見事乗 り切 るこ とがで き ました。

しか し,ま だ まだや らなけれ ばな らない ことが 山積 してお ります。 マル テ

ィ ・メデ ィア,イ ンター ネ ッ トへの対応 も何 もで きていない状態 で・ まず・

本年度 において,学 生一教員 間のEメ ールの実現 を期 して,そ の役割 を これ

また手弁 当でボ ランテ ィア的 に専念 して下 さってい る教員が いる こと,ご 報

告 をしてお きます。

現在経営学部が持 つべ き姿勢 として は,真 に学生 に とって必要 な こ とは万
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難 を排 して実行 す る とい う一点 にあ り,予 算が乏 しければ,手 弁 当でで も実

現 す る しか ない とい うこ とであ ります。この点 について は,新 任 の教員 の方々

に も,採 用 の面接 の段 階で,教 育 に対 す る抱負 をお聞 かせいただ き
,知 力 に

先行 して,十 分 な体 力,気 力 がお あ りになるか どうか を確認 させていただ い

て いる ことに も端的 に反映 されてい ます。

現在,わ が国の大学が抱 えてい る問題 は深刻 な ものがあ ります。わが経営

学部 も例外 で はあ りません。

その第1は 出生率 の恒常 的な低 下傾 向です。 この影響 は幼稚 園,小 学校,

中学校,高 等学校,大 学 とタイム ラグ を持 ちなが ら,顕 在化 してお ります。

その第2は 大学卒 に対す る就]職難 の進行 です。今後,4大 卒 に対す る制度

的採用 も急速 に減退 してい くことが予想 され ます し,す でに,多 数の企業が

一応表面的 には4大 卒 に対 す る門戸 を開 きなが らも
,実 質的 に は,必 要な人

材 を必 要な時期 に採用 する とい う方針 を打 ち出 し,実 行 してお ります。 当然,

その場合,学 生 に対 す る教育の あ り方 も変 わ らざるを得 ませ ん。就職 ので き

る大学 を志望 す る とい う学生 の対 応 は当然の ことなが ら,こ れ まで もあ りま

したが,そ の選別 は さらに厳 しい もの になるで しょう。 しか も,そ の場合,

これか らはs世 界全域 の学生が競争相手 にな る ことで あ り,そ れ に堪 え られ

る学生 の育成 は必至 で あ ります。

その第3は 雇用問題 の煽 りを受 けて,学 生の資金 を出す親 の側 に将 来 に対

す る不安 の兆 しが見 え始 めた という ことです。両親 の年齢 は50歳 前後,な い

し,そ れ以 降で あ り,雇 用関係 において もっ とも不安 の生 じる時期 であ りま

す。 この場合,投 資効 率が大 き く問題 とな るはずです。社会 が必要 とし,ぜ

ひ雇 いた い,と 考 える人材 を育 て上 げる ことこそ問題解決 の鍵 とな ります。

こうい った事態 の変化 に対 していか に対 応す るか,わ れわ れ教員 が まさに

英知 を絞 り出 し,か つtそ れ を実行 す るこ とによっての み,そ れ は達成可能

となるはずです。

経営学部発足以降 の7年 間の回顧 としましては,余 りに も雑駁 な もの とな
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って しまい ましたが,経 営学部,経 営学研究科,さ らには,国 際経営研究所

の今後 の発展 と,学 部構 成 メンバ ーの ご健 闘,ご 協 力 を念願 して筆 を置 きま

す。
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